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 DNA microarray は，任意の生体組織について，

数千～数万個の予め選択した遺伝子がどの程度

発現しているかを同時に調べる事ができる画期

的な測定システムであり，これにより遺伝子研究

が活性化する一方，大量のデータから統計的によ

り正確な推測をする必要性が高まっている． 

 典型的な課題は，複数条件下で測定を繰り返し，

条件間で発現量に差がある遺伝子を有意度順に

並べるというものである．今，1 万個の遺伝子に

ついて，各条件下で数回測定を繰り返したデータ

があるとすると，条件間で発現の変化があるかど

うかは分散分析を行えばよいし，薬物量との関係

を調べるには回帰分析が使える． 

 しかし，これらの検定や解析は一般に「正規性」

と「等分散性」を前提とする．即ち，各条件下で

の測定データは正規分布に従い，どの条件下でも

共通の母分散を持っていなければならない．これ

が各遺伝子についてそれぞれ成立する事が求め

られる．分散分析はこれらの前提が少々崩れてい

ても頑健性があり，また，non-parametric 検定とい

う選択肢もあるが，この二つの性質は，他の多く

の解析手法でも陰に陽に前提としており，分散分

析に限らず重要である． 

 一般に，生物学的データは対数をとると正規分

布に近くなる事が多いため（対数正規分布），各

観測値に対して対数変換が行われる．これは DNA 

microarray データにもだいたい当てはまるが，1)

非正値が含まれる，2)変動係数が平均が 0 付近で

増大する，という癖があり，単純な対数変換では

1)非正値のため全てのデータを変換できず，2)正

値のみを変換したとしても，（変動係数が一定で

ないため）変換後の分散が一定にならないという

問題があった． 

 Oligonucleotide array (GeneChip®)と呼ばれるタ

イプの DNA microarray について，観測値を確率変

数 Xとすると， 
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という関係が理論上成立する．与えられた発現量

データの，各遺伝子の各条件での平均と分散を用

いて共通のパラメータ a, b, cを決定する事ができ，

この，平均から分散を推定する関数 fを用いると，

分散を近似的に 1 に正規化する変換 gを得る事が

できる． 
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また，gを求めるのに，「Xがある閾値以下の場合

は別処理を行う」といった事前のパラメータ設定

は一切必要としない． 

 公開データを用いて，本手法の検証を行ったと

ころ，等分散性を改善した．また，正規性は変換

前でも良好で，変換により悪化しなかった．従っ

て，この変換は従来の対数変換に代わるもので，

多くの解析の前処理として有用であると思われ

る． 


